
学
客
員
研
究
員
）
が
登
場
し
、
沼
田

監
督
か
ら
は
ア
ニ
メ
制
作
の
苦
労
話

と
作
品
へ
の
思
い
、
松
田
先
生
に
は

オ
タ
モ
イ
、
塩
谷
の
地
質
の
特
性
、

高
野
先
生
に
は
北
陸
と
北
海
道
を
結

ぶ
北
前
船
の
歴
史
な
ど
を
お
話
い
た

だ
い
た
。

ア
ニ
メ
で
地
域
再
発
見

日
本
財
団
「
海
の
民
話
の
ま
ち
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
日
本
中
に
残
さ
れ

た
海
に
ま
つ
わ
る
民
話
、
伝
承
を
選

定
し
て
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
化
し
、
次

世
代
へ
と
語
り
継
ぐ
事
業
を
展
開
中

で
、
江
戸
時
代
末
、
北
前
船
で
小
樽

へ
向
か
う
途
中
に
遭
難
し
た
女
性
の

悲
恋
物
語
が
伝
わ
り
、
犠
牲
者
供
養

の
た
め
に
建
立
さ
れ
た
「
オ
タ
モ
イ

地
蔵
」
の
短
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を

制
作
し
た
。
作
品
は
３
月
９
日
か
ら

ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

沼
田
監
督
は
オ
タ
モ
イ
地
蔵
の
現

場
ロ
ケ
を
「
ト
ッ
プ
３
の
過
酷
な
ロ

ケ
」
と
振
り
返
り
、
今
回
の
絵
は
女

性
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
シ
ン
プ
ル
な

が
ら
艶
の
あ
る
人
物
で
、
当
時
の
小

樽
の
風
景
や
ニ
シ
ン
漁
で
栄
え
た
様

子
も
忠
実
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
未

来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
作
品
を

残
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
。

最
後
に
上
記
の
動
画
視
聴
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
付
き
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
（
左
上
写
真
）

が
参
加
者
に
配
布
さ
れ
た
。
ま
た
、

松
田
義
章
先
生
が
執
筆
し
た
地
質
学

冊
子
の
市
内
小
中
学
校
へ
の
贈
呈
式

も
執
り
行
わ
れ
た
。

塩
谷
の
貴
重
な
地
質
を
後
世
に

塩
谷
桃
内
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員

会
（
前
田
正
夫
会
長
）
は
松
田
先
生

が
小
樽
西
部
海
岸
の
地
質
に
つ
い
て

ま
と
め
た
『
小
樽
海
岸
、
塩
谷
・
桃

内
・
オ
タ
モ
イ
の
大
地
の
生
い
立
ち

物
語
』
と
題
し
た
本
を
制
作
し
た

（
上
写
真
）
。
「
子
ど
も
た
ち
に
地

域
の
歴
史
を
伝
え
た
い
」
と
の
思
い

か
ら
だ
。

前
田
会
長
が
松
田
先
生
の
講
演
を

４
年
前
に
聞
き
、
世
界
的
に
も
貴
重

な
地
層
が
見
ら
れ
る
地
域
を
「
後
世

に
伝
え
た
い
」
と
考
え
、
執
筆
を
依

頼
し
た
。
先
生
は
約
１
年
か
け
て
ま

と
め
ら
れ
た
。
忍
路
か
ら
赤
岩
地
区

の
海
岸
は
多
様
な
海
底
火
山
活
動
の

跡
が
見
ら
れ
る
世
界
的
に
も
珍
し
い

場
所
だ
と
い
う
。

本
は
一
般
向
け
（
70
ペ
ー
ジ
）
、

小
中
学
生
向
け
（
40
ペ
ー
ジ
）
の
２

種
類
を
印
刷
し
て
い
る
。
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「
オ
タ
モ
イ
地
蔵
」
ア
ニ
メ
上
映
会

江
戸
時
代
末
、
北
前
船
で
小
樽
へ
向
か
う
途
中
に
遭

難
し
た
女
性
の
悲
恋
物
語
が
伝
わ
る
「
オ
タ
モ
イ
地
蔵
」
。

日
本
中
に
残
さ
れ
た
海
に
ま
つ
わ
る
「
民
話
」
「
伝
承
」

を
選
定
し
て
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
化
し
、
次
世
代
へ
と
語

り
継
ぐ
日
本
財
団
「
海
の
民
話
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
一
環
で
、
短
編
ア
ニ
メ
が
完
成
し
た
。
こ
れ
を
記
念

し
て
、
塩
谷
桃
内
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
が
、
３
月

８
日
、
塩
谷
小
学
校
で
上
映
会
と
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

を
開
催
し
、
１
４
０
名
程
が
集
っ
た
。

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
左
か
ら
ア
ニ
メ
監
督

の
沼
田
心
之
介
氏
、
地
質
学
研
究
者
の
松
田
義
章

氏
（
小
樽
商
科
大
学
非
常
勤
講
師
、
本
校
の
ド
リ

プ
ロ
・
サ
イ
エ
ン
ス
講
師
）
、
北
前
船
の
研
究
や

地
域
活
性
化
事
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
高
野
宏

康
氏
（
オ
タ
モ
イ
地
蔵
尊
奉
賛
会
、
小
樽
商
科
大

出
演
し
た
の
は
写
真
上
、
左
か
ら

下
田
ひ
か
り
さ
ん
（
１ｰ

４
）
、
金

澤
さ
く
ら
さ
ん
（
１ｰ

３
）
、
佐
藤

芽
里
さ
ん
（
２ｰ

４
）
。
建
物
の
魅

力
と
音
楽
の
力
を
同
時
に
味
わ
え
る

企
画
で
、
３
回
目
の
演
奏
は
和
装
で

行
っ
た
。
曲
目
は
「
春
の
歌
」
「
カ

ヴ
ァ
レ
リ
ア
ル
ス
テ
ィ

カ
ー
ナ
間
奏
曲
」

「
メ
ヌ
エ
ッ
ト
」

「
ト
リ
プ
ル
ア
イ
ス
」

「
銀
河
鉄
道
９
９
９

メ
ド
レ
ー
」
。
下
田

さ
ん
は
、
館
内
の
響

き
は
良
く
、
楽
し
く

演
奏
で
き
た
と
い
う
。

重
要
文
化
財
に
フ
ル
ー
ト
の
音
色
響
く

旧
日
本
郵
船
株
式
会
社
小
樽
支
店
ミ
ニ
演
奏
会

建
物
の
外
観

旧
日
本
郵
船
株
式
会
社
小
樽
支
店
（
重
要
文
化
財
）

で
３
月
の
日
曜
日
の
午
後
、
市
内
の
吹
奏
楽
団
が
リ
レ
ー

式
に
ミ
ニ
演
奏
会
を
届
け
て
い
る
。
本
校
は
８
日
に
フ

ル
ー
ト
の
３
名
が
春
の
音
色
を
奏
で
た
。



12
月
30
日

阪
急
電
鉄
の

車
両
は
マ
ル
ー

ン
を
纏
う
鮮

や
か
な
車
体

が
特
徴
で
、

近
鉄
、
阪
急
、

京
阪
、
阪
神
、

関
西
、
南
海

の
大
手
私
鉄

五
社
の
中
で

も
車
両
の
統

一
感
と
豪
華

さ
を
持
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
阪
急
電
車
も

時
が
経
て
ば
、
走
る
列
車
や
運
用
形
態
は

変
化
す
る
。
私
の
年
少
期
に
見
慣
れ
た
阪

急
の
姿
は
今
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
ほ
ぼ
全
て
の
車
両
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

さ
れ
、
シ
ー
ル
ド
ビ
ー
ム
に
よ
る
電
球
の

暖
か
み
は
、
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
。

阪
急
電
車
を
記
憶
に
残
す

私
は
大
阪
か
ら
京
都
、
神
戸
方
面
に
移

動
す
る
際
、
基
本
的
に
は
Ｊ
Ｒ
を
選
択
す

る
。
し
か
し
、
阪
急
電
車
に
し
ば
ら
く
乗
っ

て
い
な
い
間
に
、
様
子
が
一
変
し
て
い
る

こ
と
に
気
付
き
、
慌
て
て
乗
り
鉄
・
撮
り

鉄
を
し
て
お
こ
う
と
思
っ
た
の
だ
。

現
在
、
阪
急
電
鉄
で
シ
ー
ル
ド
ビ
ー
ム

を
搭
載
し
て
い
る
最
後
の
形
式
と
な
っ
た

の
は
最
古
参
の
３
３
０
０
形
。
そ
の
最
後

の
一
編
成
が
３
３
２
３
Ｆ
編
成
だ
。
阪
和

線
、
大
阪
環
状
線
を
乗
り
継
ぎ
、
大
阪
駅

に
到
着
。
阪
急
梅
田
駅
へ
と
移
動
し
た
。

阪
急
梅
田
は
阪
急
最

大
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅

で
あ
り
、
京
都
本
線
、

宝
塚
本
線
、
神
戸
本

線
の
三
大
本
線
が
停

車
す
る
阪
急
梅
田
の

光
景
は
壮
観
で
あ
る
。

今
回
は
阪
急
京
都
線

を
選
択
し
、
停
車
中

の
各
駅
停
車
に
飛
び

乗
っ
た
。
各
路
線
は

複
線
で
あ
る
た
め
、

線
路
は
六
本
あ
る

（
上
写
真
）
。
京
都

本
線
に
は
、
梅
田
か

ら
十
三
の
区
間
に
途
中
停
車
駅
は
な
い
の

だ
が
、
そ
の
ほ
か
の
二
つ
の
路
線
に
は
中

津
駅
が
存
在
し
て
い
る

た
め
、
京
都
線
各
駅
停

車
に
乗
っ
て
い
て
も
優

等
列
車
の
気
分
を
味
わ

え
る
。
中
津
駅
を
横
目

に
、
正
面
に
は
淀
川
が

見
え
て
く
る
（
上
写
真
）
。

阪
急
の
淀
川
橋
梁
は
、

京
都
線
の
み
橋
の
形
が
違
う
。
前
述
の
通

り
、
ほ
か
の
二
つ
の
路
線
と
京
都
線
の
み

に
相
違
点
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ

は
、
元
々
京
都
線
が
阪
急
の
持
ち
物
で
は

な
か
っ
た
こ
と
な
ど
の
歴
史
が
関
係
し
て

い
る
。
ま
た
、
堺
筋
線
の
乗
り
入
れ
に
よ

る
車
両
の
規
格
の
違
い
な
ど
、
同
じ
よ
う

な
見
た
目
の
阪
急
電
車
に
は
多
く
の
違
い

が
あ
る
の
だ
。
こ
の
違
い
を
意
識
し
て
乗

り
比
べ
を
し
て
み
る
の
も
楽
し
み
方
の
一

つ
か
も
し
れ
な
い
。
十
三
を
出
る
三
路
線

が
枝
分
か
れ
し
、
住
宅
街
の
間
を
走
り
抜

け
て
行
く
。

崇
禅
寺
駅
は
高
架
化
工
事
中

通
過
列
車
を
見
た
い
と
思
い
、
崇
禅
寺

駅
で
途
中
下
車
し
た
。
崇
禅
寺
駅
の
名
前

は
崇
禅
寺
と
い
う
寺
が
あ
る
こ
と
が
由
来

で
あ
る
。
崇
禅
寺

を
含
む
京
都
本
線

は
高
架
化
工
事
の

た
め
、
真
上
に
は

梅
田
方
面
、
京
都

方
面
の
ど
ち
ら
に

も
建
設
中
の
高
架

が
あ
り
、
ト
ン
ネ

ル
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
（
上
写
真
）
。

高
架
化
ま
で
の
京
都
線
で
は
、
不
思
議
で

面
白
い
雰
囲
気
を

味
わ
う
こ
と
が
で

き
る
。
乗
っ
て
き

た
各
駅
停
車
を
見

送
る
と
、
す
ぐ
に

京
都
方
面
と
梅
田

方
面
の
特
急
が
そ

れ
ぞ
れ
通
過
し
て

い
っ
た
。
崇
禅
寺

の
ホ
ー
ム
は
工
事

中
で
あ
る
た
め
通

常
よ
り
狭
く
、
列
車
の
通
過
の
迫
力
が
増

し
て
い
た
（
上
写
真
）
。
最
近
の
阪
急
京

都
線
に
は
新
型
車
両
が
多
く
投
入
さ
れ
、

優
等
列
車
に
は
「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ス
」
と
呼

ば
れ
る
有
料
の
特
別
車
両
が
一
両
連
結
さ

れ
て
い
る
（
上
写
真
）
。

私
は
ま
だ
こ
の
車
両

に
乗
る
つ
も
り
は
な

い
が
、
有
料
な
だ
け

に
特
別
感
の
あ
る
車

内
で
、
京
都
本
線
を

ゆ
っ
た
り
と
走
破
す

る
の
に
は
最
適
な
運

用
だ
と
感
じ
た
。

改
札
を
出
て
、
気

晴
ら
し
に
少
し
辺
り

を
散
策
し
て
み
る
と

近
く
に
浄
水
場
が
あ
っ

た
。
浄
水
場
が
あ
る

交
差
点
の
角
に
は
、
か
つ
て
存
在
し
た
浄

水
場
の
建
物
の
一
部
と
、
大
東
亜
戦
争
末

期
の
米
軍
機
に
よ
る
機
銃
掃
射
の
痕
が
展

示
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
弾
痕
が
何
ミ
リ
機

銃
の
も
の
な
の
か
、
陸
軍
機
か
海
軍
機
の

も
の
な
の
か
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
こ

の
国
で
戦
争
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
も

の
が
こ
ん
な
に
も
生
活
の
近
く
に
残
っ
て

い
る
も
の
な
の
だ
な
と
思
っ
た
。

３
３
２
３
Ｆ
を
追
う

崇
禅
寺
駅
の
反
対
側
の
出
入
り
口
か
ら

入
り
、
列
車
の
位
置
情
報
を
確
認
し
た
。

す
る
と
、
こ
の
先
の
淡
路
駅
に
阪
急
千
里

線
か
ら
３
３
２
３
Ｆ
（
左
写
真
）
が
入
線

し
、
準
急
と
し
て
京
都
河
原
へ
向
か
う
と

い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
私
は
再
度
列
車

に
乗
り
、
淡
路
駅
を
目
指
し
た
。
し
か
し
、

３
３
２
３
Ｆ
は
既

に
淡
路
を
発
車
し

て
い
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
た
の
で
、

淡
路
か
ら
先
は
、

後
か
ら
来
る
特
急

に
乗
り
換
え
る
こ

と
に
し
た
。
そ
う

す
る
こ
と
で
、
高

槻
市
駅
で
３
３
２

３
Ｆ
の
準
急
と
接

続
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
し
か
し
、

接
続
で
は
す
ぐ
に
列
車
が
発
車
し
て
し
ま

う
た
め
、
特
急
の
高
槻
市
の
次
の
停
車
駅

で
あ
る
長
岡
天
神
駅
で
待
ち
構
え
る
こ
と

に
し
た
。
し
か
し
、
長
岡
天
神
へ
は
初
め

て
行
く
た
め
、
駅
の
配
線
な
ど
も
当
然
知

ら
な
い
。
完
全
な
博
打
で
あ
る
。

淡
路
駅

現
在
の
淡
路
駅
は
二
面
四
線
の
地
上
駅

で
あ
り
、
京
都
本
線
、
千
里
線
、
大
阪
メ

ト
ロ
堺
筋
線
の
三
つ
の
路
線
が
乗
り
入
れ

る
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
で
あ
る
。
前
述
し
た
通

り
、
崇
禅
寺
駅
な
ど
の
京
都
本
線
は
高
架

化
さ
れ
る
。
そ
れ
は
こ
の
淡
路
駅
も
例
外

で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
今
あ
る
淡
路
駅
の

右
側
に
は
新
た
な
る
軌
道
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
あ
と
数
年
す
る
と
淡
路
駅
に
乗
り

入
れ
る
列
車
の
平

面
交
差
や
地
上
駅

の
姿
は
失
わ
れ
る

の
で
あ
る
。
私
は

良
い
時
期
に
訪
れ

た
な
と
思
っ
た
。

淡
路
駅
に
着
く

と
、
こ
こ
ま
で
乗
っ

て
き
た
各
駅
停
車
の
左
側
に
特
急
が
入
線

し
て
き
た
。
こ
の
列
車
は
特
急
料
金
な
ど

の
特
別
料
金
は
不
要
で
あ
る
。
特
急
は
発

車
す
る
と
右
に
向
け
て
大
き
く
カ
ー
ブ
し
、

徐
々
に
加
速
し
始
め
た
。

Ｊ
Ｒ
京
都
線
、
新
幹
線

高
槻
市
に
着
く
と
、
３
３
２
３
Ｆ
の
準

急
が
停
車
し
て
い
る
の
が
見
え
安
心
し
た
。

高
槻
市
を
出
る
と
左
側
に
Ｊ
Ｒ
京
都
線
が

接
近
し
て
く
る
。
Ｊ
Ｒ
京
都
線
と
い
う
の

は
Ｊ
Ｒ
西
日
本
（
西
日
本
旅
客
鉄
道
）
が

名
付
け
た
愛
称
で
あ
り
、
正
式
名
称
は
東

海
道
本
線
で
あ
る
。
丁
度
Ｊ
Ｒ
京
都
線
普

通
に
充
当
さ
れ
た
２
２
５
系
１
０
０
番
台

の
後
尾
車
が
見
え
た
。
し
ば
ら
く
阪
急
と

Ｊ
Ｒ
西
の
バ
ト
ル
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
が
、

最
終
的
に
我
が
阪
急
京
都
線
特
急
が
勝
利

し
た
。
Ｊ
Ｒ
京
都
線
と
は
一
旦
別
れ
、
右

側
に
東
海
道
新
幹
線
が
並
走
し
て
く
る
。

こ
の
区
間
は
、
新
幹
線
と
阪
急
が
ピ
ッ
タ

リ
と
並
走
す
る
珍
し
い
光
景
が
見
ら
れ
る

の
だ
が
、
か
つ
て
新
幹
線
が
走
っ
て
い
る

軌
道
に
は
阪
急
電
車
が
走
っ
て
い
た
。
元
々

は
阪
急
京
都
線
の
み
が
走
っ
て
い
た
の
だ

が
、
同
じ
区
間
に
新
幹
線
を
走
ら
せ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
あ
た
り
の

地
盤
は
弱
く
、
新
幹
線
の
盛
り
土
を
つ
く
っ

た
場
合
、
阪
急
の
路
盤
が
沈
下
し
て
し
ま

う
可
能
性
が
あ
っ
た
た
め
、
両
者
は
共
に

高
架
化
す
る
こ
と
で
合
意
。
阪
急
の
運
用

を
継
続
す
る
た
め
、
一
時
的
で
は
あ
る
が

建
設
中
だ
っ
た
新
幹
線
の
軌
道
に
阪
急
電

車
が
走
っ
た
と
い
う
訳
で
あ
る
。
余
談
だ

が
、
新
幹
線
と
Ｊ
Ｒ
の
在
来
線
車
両
の
線

路
幅
は
違
う
。
新
幹
線
は
名
前
の
通
り

「
標
準
軌
」
と
呼
ば
れ
る
１
４
３
５
ミ
リ

の
軌
道
が
用
い
ら
れ
る
。
在
来
線
に
は
１

０
６
７
ミ
リ
の
「
狭
軌
」
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、
阪
急
な
ど
の
私
鉄
に
は

標
準
軌
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ

そ
実
現
で
き
た
運
用
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

実
際
に
新
幹
線
が
真
横
を
通
る
と
風
圧
に

よ
り
、
阪
急
側
の
列
車
に
揺
れ
が
生
じ
る
。

こ
れ
は
面
白
い
と
い
う
の
と
同
時
に
恐
怖

感
を
覚
え
る
も
の
だ
。
新
幹
線
と
の
並
走

区
間
を
抜
け
る
と
、
阪
急
は
再
び
Ｊ
Ｒ
京

都
線
と
合
流
。
下
を
く
ぐ
り
Ｊ
Ｒ
京
都
線

の
左
側
へ
抜
け
る
。
少
し
し
て
長
岡
天
神

駅
へ
入
線
し
た
。

長
岡
天
神
駅

長
岡
天
神
駅
の
名
前
は
長
岡
天
満
宮
が

由
来
で
あ
る
。
淡
路
か
ら
乗
車
し
て
き
た

特
急
を
見
送
る
と
、
す
ぐ
に
反
対
側
の
梅

田
方
面
ホ
ー
ム
端
へ
と
向
か
い
３
３
２
３

Ｆ
の
準
急
の
到
着
を
待
っ
た
。
あ
ま
り
面

白
い
構
図
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
が
、
撮

り
鉄
初
心
者
で
あ
る
私
に
は
そ
れ
が
限
界

だ
っ
た
。
入
線
し
て
く
る
３
３
２
３
Ｆ
を

見
る
と
、
「
こ
れ
こ
そ
阪
急
だ
」
と
い
う

感
情
が
込
み
上
げ
て
き
た
。
や
は
り
、
シ
ー

ル
ド
ビ
ー
ム
を
搭
載
し
た
旧
型
車
両
は
落

ち
着
く
も
の
で
あ
る
。
列
車
を
写
真
に
収

め
る
と
３
３
２
３
Ｆ
は
京
都
河
原
町
へ
と

出
発
し
て
い
っ
た
。
私
は
列
車
が
見
え
な

く
な
る
最
後
ま
で
見
送
っ
た
。
し
か
し
、

人
間
欲
が
出
て
し
ま
う
も
の
で
京
都
河
原

町
か
ら
戻
っ
て
き
た
３
３
２
３
Ｆ
を
も
う

一
度
見
た
い
と
思
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の

た
め
、
後
で
淡
路
駅
で
待
ち
構
え
る
こ
と

を
決
め
た
。
こ
こ
ま
で
降
り
た
駅
の
名
前

の
由
来
と
な
る
崇
禅
寺
や
長
岡
天
満
宮
な

ど
へ
寄
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
ら

の
場
所
を
巡
る
の
も
楽
し
い
か
も
し
れ
な

い
。
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